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＜連絡事項＞

・年末調整用紙の提出期限が11/27(火)までとなっています。期限を厳守で提出して下さい。

・実地指導が12/11（火）に行います。それに伴い、11/30（金）に病院での事前監査を行います。準備カルテ一覧に載っている患者様のカルテを提出します。準備以外のカルテの提出も出来るようにすべてのカルテを確実に整理・チェックしてください。

・現在、血糖値の測定を行っている患者様が３名います。現在、血糖値の測定に使うシートを発注していますが、今後もなくなる前に発注をしてください。

・年末年始に行事が続く為、12/16～1/15の勤務調整を行っています。

・11/23（金）は祝日の為、薬局が休みとなります。

・入院時の身長・体重・腹囲は必ず測定するようにしてください。患者様の状態が悪い時は、時期を見て行って下さい。

・患者様の食事内容用紙について、置いたままにせず、本人へ説明をして渡してください。その旨をカルテにも記録して下さい。その際、詳しく聞きたいという患者様がいた場合は、栄養士に依頼して説明してもらってください。

・食事の残食量について、深夜のスタッフは忘れずに栄養管理室の食事摂取量確認表へ入力してください。

・本日、東病棟の定数52名になった為、人数調整・部屋移動を行っています。

　　堀越　由紀子様　　東Dユニット　→　西Aユニット

　　大渡　福蔵様　　　東Cユニット　→　南Cユニット

　　　主病名：せん妄状態からレビー小体病へ変更。

津嶋　イチ子様　　東Aユニット　→　北病棟

　　倉橋　生子様　　　東Aユニット　→　東Bユニット

　　林　田鶴子様　　　東A９号室　　→　東A女性大部屋

　※病棟移動・部屋移動行っていますので、忘れずに栄養、庶務、医事、薬局へ報告してください。

・本日、南Cユニットより患者様が転入予定です。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　学様～喉がイガイガするとの事で、ネオヨジンガーグルが処方になっています。主治医より、精神症状からの訴えかもしれない為、精神症状にも注意して下さいとの事。

・田村　喜七様～本日、皮膚科診察行い、サワシリンは中止となっています。軟膏処置は継続ですので皮膚状態の観察は続けて下さい。

・佐々木　利男様～11/26（月）に採血・喀痰培養の検査の指示が出ています。忘れずに行って下さい。また、ヒューマリンＲを行った場合、処方箋はその都度必要です。必ず処方箋に記入してください。

　　　　　　　　　入院時、業社洗濯でしたが、家族より家族洗濯へ変更したいとの事で変更しています。洗濯物を出す際は間違えないようにしてください。

・阿部　文香様～母様、本人より衣類を全部管理されるのは困るとの事で、主治医より全体的な管理はスタッフが行い、１回分の服だけを本人へ渡し管理する事になりました。トイレに流したり、ゴミに捨てていないか、毎日確認を行して下さい。更衣した場合はその都度補充して下さい。

＜田名部Dr担当患者様ケースカンファレンス＞

・藤井　博様～アルコール依存症治療プログラムは明日から導入予定です。プログラムに対し、本人は意欲的な様子伺えています。

・倉橋　生子様～統合失調症の方で、隣の住人に対し被害的妄想があり、今回入院となっています。

・鷹巣　淳一様～統合失調症の方で、幻聴・被害妄想あり、今回入院となっています。

・野村　理幸様～先日、面談を行った際、本人が退院を希望しており、父親も本人がしたいなら退院させたいと話していました。現在、時折服を脱いだりと異常行動があること、もう少し入院が必要である事を主治医より面談で伝えています。本人がどうしても外に出たいというのなら外出泊を促してください。

・佐々木　尚子様～最近、訴えが多く、他人と自分を比べる事があります。今後の体重管理として35.5kgを目標にしていくとの事です。

・荒屋敷　チエ様～最近は悲観的発言、希死念慮は見られず、表情穏やかに過ごされています。積極的な発言聞かれています。

・林　田鶴子様～夜間帯中途覚醒多く見られ、ホールで独語されている事があります。日中の居眠りは見られていません。夜間の睡眠の不安定さある為、眠剤処方となっています。引き続き、睡眠状態の観察をおこなってください。

・北山　幸博様～本人より副作用等の薬剤について尋ねてくる事あり、主治医より説明しています。













